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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第39期
第１四半期
連結累計期間

第40期
第１四半期
連結累計期間

第39期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 17,705 18,110 74,365

経常利益 (百万円) 1,973 1,742 9,080

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,143 821 4,925

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,162 1,279 5,125

純資産額 (百万円) 35,650 39,277 39,007

総資産額 (百万円) 57,883 60,277 59,260

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 56.64 40.72 243.98

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 61.6 65.2 65.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 890 1,251 8,284

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,165 △668 △4,783

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,502 183 △1,712

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 10,097 11,429 10,660

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たな経営上の重要な契約等の決定・締結又は契約内容の変更等

はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済・金融政策等を背景に円安株高が進行し、一

部個人消費や生産・輸出、民間設備投資の持ち直しの動きもあり、景気の底打ち感が見られます。一方で、電気

料金の値上げや来春に予定されている消費税率の引き上げに加え、国外では中国の投資主導型成長が限界を

迎えているとも予想される等、先行き不透明なまま推移しております。

　外食業界におきましては、雇用所得環境は依然として改善には至っておらず、為替の変動や電気料金の値上

げ等による材料費の高騰、また空梅雨の中、経験のない大雨による広い範囲での土砂災害と浸水被害も相まっ

て野菜が高騰し、引き続き厳しい経営環境が続いております。

　このような状況下当社グループは、より美味しく、より早く、より健康に、そしてより安全かつ衛生的な食事

処としての原点を磨き続けながら、高付加価値の商品やおもてなしをお客様にご提供出来るよう、調理技術向

上を目的とした毎月の重点料理やフェアの実施、全従業員を対象とした接客研修等を実施して参りました。

　また、2013年スローガンである「自己改革　輝くまで磨きぬけ人間力」のもと、グローバルに考えてローカル

に徹底したアイデアが重要となってきており、きめ細かなニーズに対応した多品種少量生産が求められる現

代に対応できるよう、全従業員の知識労働への意識改革に努め、「有り難う御座います」の言葉が日々溢れる

店舗を追求して参ります。

　店舗展開の状況につきましては、当連結会計年度の出店計画に基づき、関東、関西地区を中心に直営７店、フ

ランチャイズ（以下ＦＣという）２店の新規出店を行っております。これにより期末店舗数は、直営449店、Ｆ

Ｃ225店となりました。
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① 売上高

　連結売上高は、前年同四半期に比べて４億５百万円（2.3％）の増収で181億10百万円となりました。

② 営業利益

　新店効果による増収がありましたが、材料費の高騰、電気・ガス代や人件費等の増加により、前年同四半

期に比べて２億70百万円（14.0％）減少し、16億58百万円となりました。

③ 経常利益

　上記理由等により、前年同四半期に比べて２億31百万円（11.7％）減少し、17億42百万円となりました。

④ 四半期純利益

　上記理由や、投資有価証券評価損に対する繰延税金資産に係る評価性引当額の増加等による法人税等の

負担率のアップ等により、前年同四半期に比べて３億21百万円（28.1％）減少し、８億21百万円となりま

した。

　

(2) 財政状態の分析

（資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ10億16百万円

（1.7％）増加し、602億77百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。 

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ８億11百万円（6.5％）増加し、132億41百万円となりました。主な

要因は現金及び預金の増加等であります。 

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ２億５百万円（0.4％）増加し、470億35百万円となりました。主な

要因は投資有価証券の増加等であります。

（負債の部）

　当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ７億46百万円（3.7％）

増加し、210億円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。 

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ２億88百万円（2.3％）減少し、120億80百万円となりました。主な

要因は未払法人税等の減少等であります。 

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ10億35百万円（13.1％）増加し、89億19百万円となりました。主な

要因は長期借入金の増加等であります。なお、借入金の残高は110億74百万円となりました。

（純資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ２億70百万円

（0.7％）増加し、392億77百万円となりました。主な要因は配当金の支払い10億９百万円による減少に対

し、四半期純利益８億21百万円の増加に加え、その他有価証券評価差額金の増加等であります。以上の結

果、自己資本比率は、前連結会計年度末の65.8％から65.2％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

　当第１四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ７億69百万円増加し、114億29百万円となりました。

　当第１四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期より３億61百万円（40.6％）増加し、12億51百万円とな

りました。主な要因は法人税等の支払額の減少であります。 

　主な内訳は、税金等調整前四半期純利益16億97百万円に減価償却費７億84百万円等を加えた額から法人

税等の支払額17億44百万円等を減じた額であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期より４億97百万円（42.7％）減少し、６億68百万円とな

りました。主な要因は有形固定資産の取得による支出の減少であります。 

　主な内訳は、有形固定資産の取得による支出７億33百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、前年同四半期より13億19百万円（87.8％）減少し、１億83百万円とな

りました。主な要因は借入金の純増加額の減少であります。 

　主な内訳は、借入金の純増加額11億93百万円等による収入、配当金の支払額10億９百万円等による支出

であります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等は次のとおりであります。

（株式会社の支配に関する基本方針）

① 会社の支配に関する基本方針

上場会社である当社の株式は株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、当社の株式に

対する大規模買付提案またはこれに類似する行為があった場合においても、一概に否定するものでは

なく、最終的には当社株主の皆様の判断に委ねられるべきものであると考えます。

しかしながら、近年わが国の資本市場においては、対象となる企業の経営陣の賛同を得ずに、一方的

に大規模買付提案またはこれに類似する行為を強行する動きが顕在化しております。

当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、経営の基本理念、企業価値のさま

ざまな源泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株

主共同の利益を中長期的に確保、向上させる者でなければならないと考えております。従いまして、企

業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのある不適切な大規模買付提案またはこれに類似す

る行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えます。

② 会社の支配に関する基本方針の実現に資する取組み

当社では、多数の投資家の皆様に継続して当社に投資していただくため、当社の企業価値ひいては株

主共同の利益を向上させるための取組みとして、種々の施策を実行しております。

これらの取組みは、会社の支配に関する基本方針の実現に資するものと考えております。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,286,23023,286,230
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数　100株

計 23,286,23023,286,230― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 23,286,230 ― 8,166 ― 9,026
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式
　 3,099,800

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

20,178,000
201,780 ―

単元未満株式 普通株式 8,430 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 23,286,230― ―

総株主の議決権 ― 201,780 ―

　

② 【自己株式等】

平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　
株式会社
王将フードサービス

京都市山科区西野山射庭ノ
上町294番地の１

3,099,800 ― 3,099,800 13.31

計 ― 3,099,800 ― 3,099,800 13.31

（注）当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できておりませんが、自

己株式については当第１四半期会計期間末日現在においては把握ができております。当第１四半期会計期間末日

現在の自己名義所有株式数は3,099,828株、その発行済株式総数に対する所有割合は13.31％であります。

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,697 11,470

売掛金 202 183

商品及び製品 91 96

原材料 225 245

その他 1,228 1,254

貸倒引当金 △14 △9

流動資産合計 12,430 13,241

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 43,019 43,528

減価償却累計額 △28,551 △29,047

建物及び構築物（純額） 14,467 14,480

機械装置及び運搬具 2,848 2,853

減価償却累計額 △1,976 △2,032

機械装置及び運搬具（純額） 872 820

工具、器具及び備品 3,908 3,991

減価償却累計額 △3,162 △3,232

工具、器具及び備品（純額） 746 759

土地 21,580 21,580

建設仮勘定 345 272

有形固定資産合計 38,013 37,914

無形固定資産 52 46

投資その他の資産

投資有価証券 1,771 2,126

差入保証金 4,486 4,450

その他 2,564 2,556

貸倒引当金 △58 △58

投資その他の資産合計 8,764 9,074

固定資産合計 46,830 47,035

資産合計 59,260 60,277
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,798 1,596

短期借入金 210 －

1年内返済予定の長期借入金 4,435 4,798

未払法人税等 1,832 879

賞与引当金 582 208

その他 3,509 4,597

流動負債合計 12,369 12,080

固定負債

長期借入金 5,235 6,275

退職給付引当金 450 422

資産除去債務 613 631

その他 1,584 1,589

固定負債合計 7,884 8,919

負債合計 20,253 21,000

純資産の部

株主資本

資本金 8,166 8,166

資本剰余金 9,031 9,031

利益剰余金 30,480 30,293

自己株式 △5,016 △5,016

株主資本合計 42,662 42,474

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 330 784

土地再評価差額金 △3,987 △3,987

為替換算調整勘定 2 5

その他の包括利益累計額合計 △3,654 △3,197

純資産合計 39,007 39,277

負債純資産合計 59,260 60,277
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 17,705 18,110

売上原価 5,158 5,309

売上総利益 12,547 12,801

販売費及び一般管理費 10,617 11,142

営業利益 1,929 1,658

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 18 21

ＦＣ加盟料 29 28

受取地代家賃 16 16

受取保険金 4 28

雑収入 7 15

営業外収益合計 78 110

営業外費用

支払利息 13 12

賃貸費用 7 6

雑損失 12 8

営業外費用合計 33 27

経常利益 1,973 1,742

特別損失

固定資産除却損 25 44

特別損失合計 25 44

税金等調整前四半期純利益 1,948 1,697

法人税、住民税及び事業税 902 840

法人税等調整額 △96 35

法人税等合計 805 875

少数株主損益調整前四半期純利益 1,143 821

四半期純利益 1,143 821
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,143 821

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18 454

為替換算調整勘定 1 3

その他の包括利益合計 19 457

四半期包括利益 1,162 1,279

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,162 1,279

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,948 1,697

減価償却費 741 784

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △5

退職給付引当金の増減額（△は減少） △17 △27

受取利息及び受取配当金 △20 △23

支払利息 13 12

固定資産除却損 25 44

たな卸資産の増減額（△は増加） △29 △24

仕入債務の増減額（△は減少） △201 △202

未払消費税等の増減額（△は減少） 41 120

その他 445 608

小計 2,948 2,985

利息及び配当金の受取額 20 23

利息の支払額 △14 △12

法人税等の支払額 △2,064 △1,744

営業活動によるキャッシュ・フロー 890 1,251

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 4 △3

有形固定資産の取得による支出 △1,135 △733

貸付けによる支出 △3 △53

貸付金の回収による収入 24 126

差入保証金の差入による支出 △93 △27

その他 37 23

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,165 △668

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 840 △210

長期借入れによる収入 3,258 2,865

長期借入金の返済による支出 △1,989 △1,462

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △605 △1,009

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,502 183

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,228 769

現金及び現金同等物の期首残高 8,869 10,660

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 10,097

※1
 11,429
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの債務に対して、次のとおり保証類似行為を行っております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

(株)DDTダイニング 31百万円 (株)DDTダイニング 29百万円

　 　 達也（有） 102

計 31 計 132

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

現金及び預金勘定 10,146百万円 11,470百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △48 △41

現金及び現金同等物 10,097 11,429

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 605 30平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,009 50平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、中華事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 56.64円 40.72円

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 1,143 821

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,143 821

    普通株式の期中平均株式数(千株) 20,186 20,186

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年８月７日

株式会社王将フードサービス

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　
公認会計士　　小　　林　　洋　　之　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　山　　      聡　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社王将フードサービスの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会

計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から

平成25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社王将フードサービス及び連結子会社
の平成25年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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